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特別支援教育主任の皆様へ 

 皆様、こんにちは。 

 鳥取県教育委員会においては、特別支援教育推進のため、発達障がいを含めた

障がいのある子どもの理解推進のために、研修会の開催や特別支援教育体制整備

に係る事業など、様々な取組を行ってきました。 

 各学校では、特別支援教育主任の指名をし、校内の支援体制構築に向けて日々

ご努力いただいています。本当にありがとうございます。 

 鳥取県内の全小中学校で校内委員会を設置していただき、ケース会議や支援会

議、校内委員会の中で児童生徒の実態把握や支援の検討がなされ、「個別の教育

支援計画」「個別の指導計画」の作成が進んでいます。ＰＤＣＡサイクルでの活

用においても努力していただいています。また、放課後等を利用した個別指導、

通級指導教室、特別支援学級など、多様な学びの場の検討と活用においても効果

をあげていただいています。 

 鳥取県教育委員会では平成１５年度からＬＤ等専門員を設置し、巡回相談や依

頼相談を通して特別支援教育を推進して参りました。特に巡回相談では校内体制

構築のために学校の日頃の悩みや疑問に応え、特別な教育的支援を必要としてい

る子どもたち一人一人のニーズに応じた適切な支援のあり方についての情報を提

供してきました。 

 このたび、特別支援教育主任をはじめ多くの先生方に参考となるよう、子ども

たちを支援する上で参考となる内容、及び校内体制構築に向けての情報をまとめ

た手引を作成しました。よりよい支援と連携のためにぜひ活用してください。 

 

  

  

 

 

 

 この手引は、ＬＤ等専門員によ

る相談活動でも毎回活用します。

相談活動の際には必ずご準備くだ

さい。 

 また、この手引に関する内容で

分からないことがありましたら、

ＬＤ等専門員にお尋ねください。 
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近年の特別支援教育に関する動向 

平成１８年１２月 国連総会において障害者権利条約を採択 

         ・障がいに基づくあらゆる差別（合理的配慮の否定を含む）の禁止 

         ・障がい者が社会に参加し、包容されることを促進 など 

         （教育分野） 

          ・インクルーシブ教育システムの理念、合理的配慮の提供 など 

 

平成１９年４月  特別支援教育の本格的実施（特殊教育から特別支援教育へ） 

         ・盲・聾・養護学校から特別支援学校 

         ・特別支援学校のセンター的機能 

         ・小中学校における特別支援教育 など 

 

平成１９年９月  障害者権利条約署名 

 

平成２３年８月  障害者基本法改正（障害者権利条約対応） 

         （教育分野） 

          ・十分な教育が受けられるようにするため可能な限り共に教育を 

           受けられるよう配慮しつつ教育の内容及び方法の改善及び充実 

          ・本人・保護者の意向を可能な限り尊重 

          ・交流及び共同学習の積極的推進など 

 

平成２４年７月  中央教育審議会初等中等教育分科会報告（共生社会の形成に向けた    

         インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進） 

         ・就学相談・就学先決定のあり方 

         ・合理的配慮、基礎的環境整備 

         ・多様な学びの場の整備、学校間連携、交流及び共同学習等の推進 

         ・教職員の専門性向上 など 

 

平成２５年６月  障害者差別解消法制定（施行日：一部を除きＨ２８．４） 

         ・差別の禁止、合理的配慮提供の法的義務 など 

 

平成２５年９月  就学制度改正（学校教育法施行令改正） 

         ・認定就学制度の廃止 

         ・総合的判断（本人・保護者の意向を可能な限り尊重） 

         ・柔軟な転学 など 

 

平成２６年１月  障害者権利条約批准 

 

平成２７年１１月 障害者差別解消法に基づく、文部科学省所管事務分野の対応指針の 

         策定 

 

平成２８年４月  障害者差別解消法施行（★）      

 特別支援教育に関する動向について簡単にまとめました。これらの内容に関心

を持ち知るところから始めましょう。今学校に何が求められているのかを考えて

みましょう。文部科学省のホームページで詳しく解説されています。 

（★）は、資料編参照 ２ 



共生社会の形成に向けて 

○インクルーシブ教育システムとは 

 平成２６年１月に日本が批准した「障害者の権利に関する条約」によると、

「インクルーシブ教育システム」とは、人間の多様性（個性など一人一人の違

い）を尊重し、障がい者がその持てる能力を可能な最大限度まで発達させ、社会

に効果的に参加することを可能にするという目的のもと、障がいのある者と障が

いのない者が共に学ぶ仕組みのことであるとされています。 

 報告では、「障がいのある子どもと障がいのない子どもが、できるだけ同じ場

で共に学ぶことをめざすべきである。その場合には、それぞれの子どもが、授業

内容が分かり学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間

を過ごしつつ、生きる力を身につけていけるかどうか、これが最も本質的な視点

であり、そのための環境整備が必要である。」と述べています。 

  

 平成２５年９月には学校教育法施行令が一部改正され、障がいのある児童生徒

の就学先決定の仕組みが見直されました。本人・保護者の意向を可能な限り尊重

し、教育的ニーズと必要な支援について合意形成を行うことを原則とし、総合的

に判断していくことが大切であるとされています。 

 我が国の教育は、平成２４年７月の中央教育審議会初等中等教育分科会報告

「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教

育の推進」をうけ、特別支援教育を推進することが求められています。 
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共生社会の形成に向けて 

 インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進には、障がいの

ある子どもが十分に教育を受けられるための合理的配慮及びその基礎となる環境

整備も必要です。 

 合理的配慮と基礎的環境整備の関係や、従前から行ってきた配慮と「報告」に

おける合理的配慮との関係は下の図のようになります。 

合理的配慮と基礎的環境整備の関係 

従前から行ってきた配慮の考え方と、文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会

「共生社会に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進

（報告）」の関係 
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共生社会の形成に向けて 

 平成２４年７月に中央教育審議会初等中等教育分科会において、「共生社会の

形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」が 

報告されました。これを受けて、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所では

インクルーシブ教育システム構築支援データベース（略称：インクルＤＢ）を

ホームページに開設しています。平成２６年７月には、「合理的配慮」実践事例

データベースを開設しています。 

インクルＤＢ 

キーワードを入力し

て検索できます。 

対象児童生徒の障が

い種や在籍状況、学

年等をチェックして

検索することもでき

ます。 

通称「特総研」と 

呼んでいます 
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特別支援教育主任とは、 

 学校内の支援体制を整えるとともに、外部の教育・医療・福祉・労働等の関係

機関との連絡調整等を行う中心的存在です。 

 

特

別

支

援

教

育

主

任

の

役

割 

担 任 か ら の 相 談 に 応

じ、支援の必要な児童

生徒の情報収集や、支

援についてのアドバイ

スをします 

担任・保護者 

学年団・養護教諭・ 

特別支援学級担任 等 

校長・教頭・生徒指導担当 

教育相談担当 等 

ＬＤ等専門員 

特別支援学校特別支援教育コーディネーター 

医療・福祉・労働の関係機関等 

校内委員会の

運営をします 

必要とする校

外の機関との

連絡調整を図

ります 

担任からの具体的支援の

報告を受け、関係教職員

への連絡調整や具体的支

援の協力を進めます 

ステップ１ 

学級で対応 

ステップ２ 

関係する教職

員で対応 

ステップ３ 

校内委員会

を 開 き、支

援方針を検

討 

ステップ４ 

校外の関係機

関との連携 

特別支援教育主任の役割 

 特別支援教育を進めるためには、学校内の支援体制を整え、学校全体で取り組

むことが大切です。児童生徒のつまずきの要因はいろいろであり、担任一人で対

応するには難しい場合があるからです。 

 特別支援教育主任は、学校内の支援体制を整えるために中心的な役割を担いま

す。児童生徒の支援の広がりには、下記のように４つのステップが考えられま

す。支援を必要としている児童生徒一人一人について、どのステップで対応して

いけばよいのかを検討しましょう。各ステップごとに主任としてすべきポイント

を次ページ以降に示していますので参考にしてください。 

〈支援の広がりの例〉 

特別な支援を必要としている児童生徒について、 

どのステップで支援していくか検討しましょう。 
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ステップ１「学級で対応」 

■ポイント「実態把握」 
 今一度、実態把握をしましょう。実態把握には次のような方法があります。 

 ・どんなときにどのような行動をするか観察し記録をとる。 

 ・前担任や関わりのある先生から、児童の様子を聞く。 

 ・保護者に家庭での様子を聞く。 

 ・学習の様子、学習ノート、宿題の取り組み方、テストの結果、教研式知能検 

  査、Ｑ－Ｕ検査などをみる。 

 ・チェックリスト（★）をつけ、多面的にみる。 
 

 

■ポイント「学級環境を整える」 
 教室の中ですべての子どもたちが安心して過ごせる学級環境づくりをすすめま 

 しょう。学級環境を整える４つのポイントチェック表（★）をつけて、学級経 

 営に生かしましょう。 
 

 

■ポイント「授業における指導方法を工夫」 
 授業の進め方の工夫等（★）をすることによって、支援を必要とする児童に 

 とってはもちろん、どの子にとっても安心して過ごしやすい環境になります。 
 

 

■ポイント「通常の学級における特別支援教育」 
 学校教育は、集団での活動や生活を基本とするものです。児童生徒一人一人の 

 健全な育成のために、安心して過ごせる集団づくりを実現することはとても重 

 要なことです。 

○支援の基本は担任です。まずは、学級でできる支援を工夫してみましょう。支 

 援の必要な児童生徒だけでなく、すべての児童生徒にとって安心安全な学級環 

 境作りや分かりやすい授業づくりを実施することが効果的です。その上で、個 

 別に必要な支援も検討していきます。 

（★）は、資料編参照 

皆様にお届けして

います。新年度の

学級づくりにも役

立ててください。 

発行 鳥取県教育委員会  

   平成２３年３月 
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発達障害教育情報センター 

■ポイント「指導方法や支援についての情報を得る」 
 発達障がいの理解をし、指導方法や支援の検討をするために参考となるホーム 

 ページを紹介します。  

 ・国立特別支援教育総合研究所「発達障害教育情報センター」ホームページ 

指導方法や支援が、たくさん

掲載されています。 

ここをクリックすると、発達障がいに

関する講義を聴くことができます。 

ステップ１「学級で対応」 

・高等学校における特別な支援を必要とする生徒への指導・支援ガイドブック 

発行 

 鳥取県教育センター 

（現：いじめ・不登校総合対策センター） 

「高等学校における」という名称ですが、

小中学校においても活用できます。チェッ

クシート（チェックリスト）の結果から、

考えられる特性と支援の方法について書か

れています。 
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ステップ１「学級で対応」 

■ポイント「発達障がいの理解と支援」 
 発達障がいについて、分からないことがあれば「知る」ことから始めます。  

 発達障がいのある子どもの理解、対応の仕方について基本的なことを学ぶため 

 には文献もたくさん出ていますが、以下のものも参考になります。 

 ・鳥取県発達障がいハンドブック 

  ～シロウクマ先生と学ぶ 発達障がいのあれこれ～ 

 ・発達障がい啓発ＤＶＤ 

  ～ご存じですか？発達障がい～ 

各学校に配布されています。 

発達障がいの特性や、よい 

支援方法がわかります！ 

発行 

鳥取県福祉保健部 子育て王国推進局 子ども発達支援課 

ＤＶＤもあるよ！ 

 ◆書くことが苦手 

推測される要因 支援（例） 

・形を正確に捉えることが難 

 しい 

 

・形を正確に記憶することが 

 難しい 

 

・目と手を協応させることが 

 難しい 

◆要因によって検討 

 ・マス目の大きいものや罫線のある用紙を用 

  意する。 

  ・文字のパーツを意識させる。 

 ・漢字練習の際、記憶の助けになるように、 

  漢字を言葉による意味づけをしたり、大切 

  なところに色をつけたりする。 

 

◆どの児童生徒にも必要 

 ・鉛筆や消しゴムなどは、使いやすいものを 

  用意する。 

 

◆場合によっては必要 

 ・書く作業の負担を減らす。 

■ポイント「要因を推測し、支援を検討」 
 支援を検討するときは、その行動を起こしている要因を推測してみましょう。 

 要因が分かれば、適切な支援を検討することができます。「書くことが苦手」

「授業中に席を離れてしまう」場合を例に、考えてみましょう。 
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 ◆授業中に席を離れてしまう 

ステップ１「学級で対応」 

〈主任として〉 
 ・担任からの相談に応じ、支援の必要な児童生徒の情報収集や、支援について 

  アドバイスをします。主任が支援を必要としている児童生徒に気づいたとき 

  は、「この子、何か困っていませんか？」と担任に声をかけてみましょう。 

 ・実態把握の方法、環境の見直しのポイントについて、支援を検討する方法な 

  どを担任に紹介します。 

 

〈ＬＤ等専門員として〉 
 ・実態把握の方法や、児童生徒の行動をどのように見立てればよいのか等の相 

  談に応じます。 

 ・個別の指導計画が必要であるかどうかの相談に応じます。 

■ポイント「子どもの気持ちにより添う」 
 特別な支援を必要としている児童生徒の中には、苦手なことが多くあるために 

 まわりから怠けているのではないかと誤解されることがあります。教師は児童 

 生徒の様子をしっかりと見て、児童生徒の話をじっくりと聞き、気持ちに寄り 

 添っていくことが大切です。 

推測される要因 支援（例） 

・視覚的・聴覚的な刺激に 

 影響を受けやすい 

 

・指示の内容を理解してい 

 ない 

 

・今、何をすればよいのか 

 分からなくて、不安 

 

・集中できる時間が短い 

◆要因によって検討 

 ・刺激の影響を受けにくい席にする。 

 ・指示を伝えやすくするため、前の席にする。 

 ・そばに行き、わかりやすく伝える。 

 ・手順表や学習の流れ、大切な事項等を視覚化 

  する。 

 

◆どの児童生徒にも必要 

 ・教室内の視覚的、聴覚的な刺激を減らす。 

 ・黒板の周り等の掲示物をすっきりと整理す 

  る。 

 ・何をするのか、分かりやすく伝える。 

 ・授業の展開をできるだけ一定にする。 

  （つかむ、見通す、考える、話し合う等） 

 

◆場合によっては必要 

 ・少しの立ち歩きは認めるような授業構成にす 

  る。 
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○担任だけで取り組んでいてもうまくいかないとき、他の教職員と連携し、チー 

 ムを作って支援にあたります。 

■ポイント「特別支援教育主任や学年団に相談」 
 一人で抱え込まないようにすることが大切です。 

 前担任や関係する先生方に相談しましょう。 

 

■ポイント「ケース会議・支援会議を行う」 
 関係者が情報を共有し合いよりよい支援ができるように、ケース会議や支援会 

 議（★）を開きます。 

 

■ポイント「事例検討会や授業研究会を行う」 
 実態をより広く捉えて支援を検討するためには事例検討会（★）を行います。 

 支援を必要とする児童生徒に視点を当てた授業研究会も有効です。 

 

■ポイント「個別の指導計画の作成」 
 この段階の児童生徒には、個別の指導計画（★）を作成します。検討した支援 

 は必ず実践し評価します。支援が適切であるかどうか検討しながら進めます。 
 

■ポイント「保護者とつながり合う」 
 学校や家庭での児童生徒の様子を共有し合いましょう。うまくいかないことだ 

 けでなく、頑張っている様子やよい方向へ変わっている様子も共有します。保 

 護者と心がつながり合い、一緒に子育てをするという気持ちが大切です。 

〈主任として〉 
 ・担任からの具体的支援の報告を受け、関係教職員への連絡調整や具体的支援 

  の協力を進めます。 

 ・学校全体で支援に当たらなければならないときは、児童生徒を語る会等で、 

  全職員に支援を伝え、協力を求めます。 

 ・ケース会議、支援会議等の計画、進行等を行います。 

 ・個別の指導計画の作成・評価など、担任に依頼します。 

 ・個別ファイルの管理場所を決めたり、確認をしたりします。 

 

〈ＬＤ等専門員として〉 
 ・個別の指導計画の作成に係る質問に応じます。 

 ・チームで支援する場合の、役割分担等の質問に応じます。 

 ・保護者相談は学校が中心となって行うものですが、場合によっては、ＬＤ等   

  専門員が協力することもあります。 

（★）は、資料編参照 

ステップ２「関係する教職員で対応」 

１１ 



 

  

○校内委員会とは、特別な教育的支援を必要とする児童生徒の実態把握を行い、 

 支援方針を検討し、全職員の共通理解のもとに学校全体でより適切な指導・ 

 支援をするための校内組織です。 

■ポイント「校内委員会を開催」 
 ①校内の支援状況の情報を集約し、個々の支援の方向性を確かめます。 

  ・必要に応じて、発達検査をとることも検討する。 

 

 ②事例について検証・検討をして具体的な支援を考えます。 

 

 ③校外の関係機関との連携が必要かどうかも検討します。 

 

 ④個別の教育支援計画や個別の指導計画（★）を有効に活用します。作成して 

  いない場合は、作成が必要かどうかを検討します。 

  

 ⑤大規模な学校や支援を必要としている子どもの数が多い学校では、校内委員 

  会の中ですべての子どもの指導・支援を検討することは難しくなります。そ 

  のような学校では、上・下学年団のように小さな集団でチームを組んで話し 

  合います。そこで話し合ったことを校内委員会で報告します。 

 

 ⑥児童生徒への対応が緊急を要する場合は、臨時の校内委員会を開催します。 

 

 

■ポイント「全職員で共通理解」 
 校内委員会で決定したことは、全職員で（中学校は学年団）で共通理解しま 

 す。 

〈主任として〉 
 ・支援の必要な児童生徒の全体を把握します。 

 ・校内委員会の運営をします。 

  （記録者を決め、依頼します。） 

 ・校内委員会で決定したことを実践できるように進めます。 

 

〈ＬＤ等専門員として〉 
 ・校内委員会の進め方についての質問に応じます。 

 ・個別の指導計画の作成に係る質問に応じます。 

 ・場合によっては、校内委員会へ参加させていただきます。 

 ・発達検査の依頼を受け、児童生徒を観察あるいは相談のうえ、検査をとる 

  かどうかを検討してから実施します。 

ステップ３「校内委員会を開き、支援方針を検討」 

（★）は、資料編参照 １２ 



 

  

 

 

 

 

○校内の支援だけでは解決しない場合は、校外の関係機関との連携が必要となり 

 ます。   

■ポイント「関係機関も参加する支援会議」 
 支援会議（★）を開き、教育、医療、福祉の専門家の意見を聞きながら、学校 

 でできる支援を検討します。   

 〈教育〉ＬＤ等専門員、スクールカウンセラー、特別支援学校、教育センター  

 〈医療〉医師、療育児童相談員 

 〈福祉〉児童相談所、スクールソーシャルワーカー 

     各市町の育児に関する相談機関 など 

      ・鳥取市：子ども発達・家庭支援センター 

      ・岩美町：住民生活課     ・八頭町：福祉環境課 

      ・智頭町：教育委員会教育課  ・若桜町：保健センター          

 

■ポイント「通級指導教室との連携」 
 通級指導教室で行っている指導・支援内容を知りましょう。在籍校ではどのよ 

 うな目標で、どのような支援が必要なのか、一緒に考えます。 
 （例）個別の指導計画すりあわせ会議、評価会議等を行う 

 

■ポイント「特別支援学校センター的機能の活用」 
 鳥取県教育委員会では「特別支援学校センター的機能一覧表」を作成し、４月  

 下旬頃、市町教育委員会を通じて小中学校へ通知（一覧表の送付）をします。 

 一覧表を参考にして、特別支援学校の専門的なアドバイスを受けましょう。 

 

■ポイント「教育相談会の活用」 
 いじめ・不登校総合対策センターでは「専門医による教育相談会」「専門指導 

 員による教育相談」を実施しています。専門的なアドバイスを受けることがで 

 きます。 

 

 

■ポイント「医療機関との連携」 
 医療機関では、児童生徒が受診した際に学校や家庭での様子を的確に把握する 

 ことが必要となります。各学校では、家庭の了解を得て、学校での様子をお手 

 紙などで医療機関へ伝えるなど、工夫していただいているようです。 

 子どもの心の診療拠点病院である鳥取大学医学部付属病院では、受診時に必要 

 な情報を得るために、学校用問診票と家庭用問診票（★）を作成しています。 

 この問診票は、鳥取県内の医師会に所属している病院で共通理解されているも 

 のです。学校での様子を医療機関へ伝えることへの保護者の了解を得て、この 

 問診票を使用してください。  

（★）は、資料編参照 

ステップ４「校外の関係機関との連携」 

１３ 

いじめ・不登校総合対策センター 教育相談会 



鳥取大学医学部付属病院 問診票  

  

 

 

 

 

〈主任として〉 
 ・必要とする校外の機関との連絡調整を図ります。 

 ・支援会議を計画し、運営します。 

 ・特別支援教育に関する冊子（手引、ハンドブック、ガイドブックなど）、   

  パンフレット、特別支援学校のセンター的機能の一覧など、職員が活用し 

  やすいように、整理整頓します。 

 

〈ＬＤ等専門員として〉 
 ・スクールカウンセラーの訪問日と、ＬＤ等専門員の依頼日を合わせていた 

  だければ、いろいろな視点で見立てや支援を検討することができます。 

 ・通級指導教室の入級が必要かどうかアドバイスします。 

 ・通級指導教室との、個別の指導計画すりあわせ会議、 

  評価会議等に参加します。 

 問診票は、以下のホームページよりダウンロードしてお使いください。 

ステップ４「校外の関係機関との連携」 

問診票は、ワード形式です 

１４ 

学校が記入し、保護者が受診の際に届けます。

あるいは、学校が直接医師に届けます。 

保護者が記入します。医師が保護者へ記入をお

願いする場合もありますが、学校が保護者へ記

入を促し、受診の際に医師に渡してもよいで

しょう。 



特別支援教育の年間計画を立てましょう 

○特別支援教育年間計画とは、特別支援教育に関する業務を、時期ごとに何をす 

 るのか、分かりやすくまとめたものです。形式などは自由です。学校の実態に 

 応じて作成しましょう。 

 

■ポイント 
 ○様式や、項目は、学校の実態に合わせて自由に決めましょう。特別支援教育の   

  目標等を書くことで、めざす姿がより分かりやすくなります。 

 ○年間の内容を書いておくことで、時期を逃してしまうことなく、特別支援教育   

  が計画的に進みます。 

 ○取り組む時期や内容がよかったかどうか等を、計画に朱書きしておきます。 

  来年度に役立ちます。 

１５ 

ステップ４「校外の関係機関との連携」 

■ポイント「医療と教育をつなぐのは、どんな場合か考える」 
 学校で児童の支援について話し合うとき、「医療機関につなぐことが必要」と 

 判断する場合があります。医療機関につなぐのは、どんな場合ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 大切なのは、特別な支援を要する子どもに対して、

すぐに、医療受診を勧めるべきではありません。 

  

 まずは、教育で、しっかりと一次的対応をします。 

ステップ１，２，３の支援を十分に行います。 

 それでも問題が改善しない場合や、服薬も検討する

必要がある場合（危険がある、学習の大きな遅れ、集

団の中で孤立など）は、医療受診を進めます。 

診断名をつけてもらうために受診することはよくあ

りません。診断がなくても、困っている子どもがい

れば、「まず、学校で支援！」ですね。 

〈主任の先生方へ、お願い〉 

 保護者へ受診を勧める際は、なぜ、医療受診をするのか分かるように説明し

てください。目的が分からず受診されるケースが増えているようです。 

 学校が医療機関へ問診票やお手紙を書いたり、可能であれば受診に付き添っ

たりして、医師に子どもの状況をを伝えます。保護者の安心につながります。 



資料編 

１６ 



平成２８年４月１日から 

障害者差別解消法がスタートします 

 

１７ 

内閣府 差別解消法リーフレット 

○障害者差別解消法は、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律です。平成２８年  

 ４月１日から施行されます。この法律は、障がいのある人への差別をなくすことで、障が  

 いのある人もない人も共に生きる社会を作ることをめざしています。法律の内容を知るに 

 は、内閣府のホームページが参考になります。 

内閣府 差別解消法リーフレットより 



１８ 

■ポイント 

「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されま

す。内閣府のホームページを見て、具体的な内容を学びましょう。学

校でどのような合理的配慮ができるか考えていくことが大切です。 

内閣府 差別解消法リーフレットより 



特別支援教育「実態把握チェックリスト」 

１９ 



特別支援教育「実態把握チェックリスト」 

２０ 



 児童生徒は一日の多くの時間を教室で過ごします。教室の中ですべての子ども

たちが安心して過ごせることが、特別支援教育の大前提です。 

学級環境を整える４つのポイントチェック表 

２１ 



２ 刺激量の調整 
○発達障がいのある児童生徒は「刺激に対して反応しやすいという特性がある」と言

われています。 

 特に教室の中は、掲示物や教材・教具など刺激となる物の多い場所です。授業中は

黒板だけに集中してほしいのですが、黒板の周りや黒板の中に掲示物があると、そち

らに目が向いてしまいます。「聴覚刺激に対する過敏さがある」児童生徒もいます。

できるだけ音の少ない環境にし、座席の位置を配慮しましょう。 

１ 場・時間の構造化 
○発達障がいのある児童生徒は「変化が苦手という特性がある」と言われていま

す。 

 学級内で使う物の置き場所が日によって変わると、不安になったりイライラした

りするなど、落ち着かない場所となります。物の置き場所を決めるときは「何を、

どこに、どのように置くか」を「ラベルを貼る、かごを準備する、見本の写真を貼

るなど、視覚的に分かりやすく示すこと」がポイントです。 

２２ 

３ ルールの明確化 
○発達障がいのある児童生徒は「想像することが苦手という特性がある」と言われ

ています。 

 目に見えることや具体的なことを理解することはできても、目に見えないこと

（例えば言葉で言われたこと、暗黙の了解であること、人の気持ちを考えて行動す

ること、場の雰囲気を見て行動すること等）は苦手な場合があります。学級内には

様々なルールが必要ですが、目で見て分かりやすいもの、実行できそうなものにす

る必要があります。学級内のルールが決められても、壁に貼ったまま、確認しない

ままになっていませんか。 

４ お互いを認め合う工夫 
○学級の中には特別な支援を必要とする児童生徒がいます。 

 学級の子どもたちが、お互いを認め合うことができれば、とても居心地のよい過

ごしやすい学級環境となります。しかし、「○○さんは、なぜこんなことができな

いのだろう」という気持ちも生まれ、認め合うことが難しい場合もあります。その

ようなときは個々のめあてを共有し合うことが大切です。「○○さんは、今、△△

をめざしてがんばっている」というように、仲間を受け入れて一緒にがんばってい

こうという雰囲気をつくることが大切です。 

 人には、それぞれ得意不得意があります。学級のみんなが一緒にがんばろうとい

う雰囲気をつくることで仲間意識も高まっていきます。相互に認め合うチャンスに

なります。「みんな違ってみんないい」という学級づくりを大切にしましょう。 



１ 学習の流れや、学習内容が分かりやすい 
○発達障がいのある児童生徒は「先の見えない状況が苦手である」と言われていま

す。 

 このようなとき「時間の構造化」がキーワードです。例えば、１時間の学習の流れ

を分かりやすく示し見通しを持たせます。算数で言えば「課題をつかむ、考える、発

表する、まとめる」などの流れを作り、今何をしているか、いつまでするか、どのく

らいするかを分かりやすく示してみましょう。 

 

○「イメージすること、情報処理・整理が苦手である」と言われています。 

 「学習内容の構造化」をしてみましょう。学習中は児童生徒からたくさんの考え方

（情報）が出され、関連を考えたり、大切なものは何かを見つけたりする力が求めら

れます。このようなとき、板書の工夫がなされていたりノートの取り方が示されたり

することで、学びやすくなるのです。 

２ 学習内容やすべきことが、確実に伝わっている 
○発達障がいのある児童生徒は「認知能力にかたよりがみられる」と言われていま

す。 

 学習する上では、「目から入ってくる内容の情報処理」「耳から入ってくる内容の

情報処理」「入ってきた情報を記憶すること」などの能力にかたよりがみられると 

言われています。授業は聴覚情報を中心に進められます。しかし聴覚情報は消えてい

きます。ポイントとなるのは「情報の視覚化」です。 

 聴覚情報に視覚化された情報をプラスすることによって、認知のかたよりを補っ

ていくことができるのです。 

 

○「抽象的な事柄を理解することが苦手である」と言われています。 

 授業は聴覚情報を中心に進められますが、無意識のうちに抽象的な指示を出して

いることはないでしょうか。「きちんと書きましょう」「もう少しがんばりましょう」

「ちゃんとできましたか」などの言葉は、何ができていれば「きちんと」「ちゃんと」

なのかが分かりません。 

 ではどのような指示の出し方がよいのでしょうか。「はね、はらいに気をつけて書

きましょう」「あと５分間取り組みましょう」など、具体的な表現に置き換えて言い

ましょう。 

 

 特別な支援を必要とする児童生徒を含む学級の中で、すべての子どもたちに学びを保障し

ましょう。学習の進め方などを少し工夫するだけで、どの子もぐんと学びやすくなります。 

授業における指導方法を工夫しましょう 

２３ 



 ケース会議や支援会議は、支援を必要とする児童生徒が安心して学校生活を送ることが

できるように、関係者が情報を共有しより良い支援ができるようにするものです。この手

引では、校内の教職員で行う会議を「ケース会議」、教職員の他に保護者や関係機関が参

加する会議を「支援会議」と呼ぶこととします。それぞれのねらいと進め方を紹介します。 

〈参加者〉学校の教職員（支援チームの教職員、学年団等） 

〈内 容〉児童生徒の状況報告、課題の明確化、具体的な取組の確認等を行う。 

      必要に応じて支援の役割分担をする。 

校内の関わりのある人たちで小さな 

チームを作り、必要なときに柔軟に 

会を開き､支援を検討する会議 

ケース会議 
～校内で支援を検討～ 

ケース会議・支援会議のねらいと進め方 

ケース会議の進め方の例 
 

（１）必要なときに児童生徒に関わりのある教職員に声をかけ、柔軟に会を開く 

  ○進行役は、担任や特別支援教育主任がよいでしょう。 

 

（２）支援を検討するための話合いをする 

  ○児童生徒がどのようなことに困っているのか、どのような出来事があるの 

   か、担任が話します。 

  ○参加者は、児童生徒の様子を話します。 

  ○児童生徒の行動の背景をさぐり、仮説を立てます。 

  ○短期目標を決めます。 

  ○支援（具体的取組）を検討します。 

 

（３）個別の指導計画を作成または修正する 

  ○決定した目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導計画に反映させてい 

   きます。※チームで立てることが望ましいです。 

 

（４）支援(具体的な取組)の実施 

  ○検討した支援は、すぐに実践します。 

   ※効果が現れない場合は、支援を再検討します。 

  ○検討した支援は、必ず実践します。 

   ※支援することが難しい場合は、無理なくできる支援を再検討します。 

 

（５）校内委員会で報告 

  ○ケース会議で検討した内容は校内委員会で報告します。支援の方向性がよ 

   いかどうか、必要に応じて外部機関との連携が必要であるかどうかを検討 

   します。 

２４ 



〈参加者〉保護者、関係機関等、学校の教職員 

〈内 容〉学校や家庭での児童生徒の様子を共有し、関係機関等の意見を参考にしなが 

     ら具体的な支援を検討します。 

    ※個別の教育支援計画の作成時や改訂時においても、支援会議を開催します。 

支援会議 
～関係機関と連携～ 

学校の教職員の他、保護者や 

関係機関等も参加し、支援を 

検討する会議です。 

支援会議の進め方の例 
（１）司会者と記録者を決める 

  ○司会者（担任以外の教職員がよい）を 

   決めます。   

  ○司会者と記録者は同じ人でもよい。 

 

（２）学校での様子を話す 

   家庭での様子を話してもらう 

   関係機関のアドバイス等を聞く 

  ○よさ（強み）を活かした目標や取組を 

   検討するために、身につけてほしいこ 

   とだけでなく、良いところも出し合い 

   ます。 

 

（３）目標を立てる 

  ○身につけてほしいことの中から１～２ 

   つに絞り目標を立てます。目標は少し 

   がんばれば達成できそうな目標にしま 

   す。 

   ※学校と家庭、両方の目標を立てるとよい。 

   ※記録者はホワイトボードを活用して話し合い、右の板書例のように児童 

    生徒の様子を簡潔にまとめると、参加者が同じ内容を共通理解すること 

    ができます。 

 

（４）支援（具体的な取組）を決める 

  ○目標を達成するために、だれがどのような取組をするのか、具体的に検討 

   します。 

   ※ホワイトボードの板書の内容を写真に撮って印刷し、保護者に記録とし 

    て渡します。学校も記録として個別のファイルに綴ります。 

 

（５）個別の指導計画を作成又は修正する 

  ○決定した目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導計画に反映させてい 

   きます。 

   ※話し合ったことを指導に生かすことが大切です。 

〈板書例〉 
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〈参加者〉保護者、進学先の教職員、学校の教職員 

〈内 容〉学校や家庭での児童生徒の様子や支援の内容を、進学先の教職員に 

     具体的に伝えます。保護者の希望に添って、個別の教育支援計画や 

     個別の指導計画を引き継ぎます。 

〈個人情報への配慮を〉 
 ○上記のようにレジメを作成した場合、個人情報が流出しないように、記録として１部を 

  保管するほかは破棄するなどの配慮が必要です。 

〈引き継いだ内容を、確実に新年度の教職員へ引き継ぐために〉 
 ○引き継いだ情報は児童生徒にとって大切な情報です。進学先の学校は「個別のファイル」 

  を作成し、引き継ぎの記録用紙等を綴ります。引き継いだ内容が新年度の教職員に確実に 

  伝わり、校内で共有できるようにしましょう。 

進学や転校の際に、どのような支援があれば、 

対象児童生徒が安心して学校生活を送ることが 

できるかを伝え、支援を検討する会議です。 

 

移行支援会議 
～校種間の引継～ 

ポイント 

目的を伝え、出席者が

共通理解します。 

初回は在籍している小学校で行うと、保護者は

安心されます。進学時期に近くなれば、進学先

で行うのがよいです。  

 会議だけでは、子どもたちの

様子を正しく把握することはで

きません。進学前の子どもの様

子を、直接見に出かけることが

大切です。 

中学校での支援の方針を大まかに決めます。この場合、できるだけ小

学校での支援が継続できるように検討します。小学校は、卒業までに

どんな力を付けるとよいかを検討します。進学先の教職員は、保護者

や児童生徒が安心できるように新年度にできる支援を伝えます。 

関係機関が出席できない場合は、関係機関の方からのアド

バイス等を紹介します。保護者に、家での様子、進学後ど

のように過ごしてほしいか、不安に感じていることは何か

などを話してもらいます。 

出席者の紹介（自己紹介）をします。 

関わりの深い方から順に行います。 

移行支援会議の進め方（中学校へ進学する時の例） 
○司会は、児童が在籍している小学校の先生が行うのがよいでしょう。和やかな 

 雰囲気で会が進行するようにします。 
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 インシデントプロセス法とは、インシデント（実際に起こった出来事）をもと

に、参加者が事例提供者に質問することで出来事の背景や原因となる情報を収集

し、問題解決の方策を考えていくものです。この事例検討会を行うことで、児童

生徒の様子がよく分かり、支援についての様々なアイデアを共有することができ

ます。学校で取り組みやすいよう、４０分程度で取り組める流れを紹介します。 

〈質問のポイント・・・事例が起こった 

 背景や原因になることを尋ねる〉 

 好きな教科、嫌いな教科、学習態度、  

 宿題の提出の状況、掃除時間の様子、 

 休憩時間の様子、部活動の様子、友 

 達との関わり、家族構成、家庭環境、 

 生育歴、教育歴、興味・関心のある 

 ものなど  

例：授業中に集中できず、すぐにまわりの人の方を向いてしゃべり 

  始めてしまい、困っています。 

こんなこ とに

困っています 

好きな教科は

何ですか？ 

学習の理解は

どうですか？ 

興味のある

ことは何で

すか？ 

宿題は提出でき

ますか？ 

授業に、何分集

中できますか？ 

〈インシデントプロセス法を取り入れた事例検討会で期待される効果〉 
 ○課題解決のための判断力や問題解決力を養うことができる 

 ○情報の収集や分析の重要性を理解できる 

 ○討議の過程を通じて、参加者が互いの意見を傾聴し、話し合い、共に考えることの重要 

  性が理解できる。 

〈答えるポイント〉 

  憶測は言わない。分からないことには「分からない」と答える。  

インシデントプロセス法を取り入れた事例検討会 

インシデントプロセス法を用いた事例検討会の流れ 
（１）役割の確認（１分） 

 ○事例提供者は、あらかじめ決めておきます。※事例について質問に答えられ 

  るように準備しておきます。（資料を準備する必要はありません） 

 ○司会者を立てることも考えられます。 

 

（２）インシデント(出来事)の提示（２分） 

 ○事例提供者は、インシデント（一番困っている出来事）を発表します。参加 

  者は内容を把握します。 

 

 

 

 

（３）事実・情報の収集（１０分） 

 ○参加者は、事例提供者に質問し、問題点に 

  関係があると思われる事実や情報を収集し、 

  整理します。 

 

 

 

  

  

 

 ○事例提供者は、質問されたことのみに簡潔に答えます。  
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〈考えるポイント〉 

 もし、自分が関わるとしたらどんな指導・支援を 

 行うか考える 

 いつ、誰が、何をするか、具体的に考える 

 明日からできそうなことを考える 

 

めざす姿 

家庭との連携 

学習内容の明確化 

その他 

教室環境の見直し 私も同じ意見です。

学習の流れを分かり

やすく示すのはどう

でしょうか。理由は

○○○だからです。 

① ② 

この支援は、

すぐにでもで

きそう。さっ

そく取り組み

ます。 

座 席 を 前 の

方にする 
例 

学習のルール

を示す 

1時間の学習に活

動を取り入れる 

（４）個々で検討（５分） 

 ○情報を整理し、解決すべき問題点は何かを明確にします。 

 ○支援策（解決策）を考え、付箋に記入します。 

 ※小さな付箋に簡潔に書く。一つの付箋に１つの支援を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）全体で支援方法を検討（２０分） 

 ○大きめの紙を準備し、めざす姿を中央に書きます。 

 ○個人で考えた支援を紹介します。紙に付箋を貼りながら、自分ならこう対応 

  するという具体的な案と、なぜそうするのかという理由や根拠について話し 

  ます。 

 ※他の参加者で同じような意見があれば、その場で出します。 

 ○すべての意見を出し終わったら、同じような支援内容をグルーピングしま 

  す。 

 ○それぞれの支援内容について、良さや必要性・緊急性などを話し合ってみま 

  しょう。話し合う中で、よりよい解決策が見いだせる場合があります。 

 ○事例提供者は、できそうな支援を検討し優先順位をつけます。 

（６）まとめ（２分） 

 ○事例提供者は、出されたアイデアの中で、すぐに取り組めそうなこと、早急 

  に取り組みたいことなどを決めていきます。 

 ○出されたアイデアについて感想とお礼を伝えます。 

 

事例検討会から個別の指導計画へ 
 ○検討したことをもとに、長期目標、短期目標を記入する。 

 ○指導・支援の手立てを記入する。 

 ※事例検討会で支援を検討した児童生徒については、個別の指導計画を作成し 

  ます。すでに個別の指導計画がある児童生徒の場合は、個別の指導計画を加 

  筆、修正をします。 
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 個別の教育支援計画は、長期的な視点に立ち、教育・福祉・医療・労働等の関係

機関が連携して一人一人のニーズに応じた支援を効果的に実施するためのもので

す。保護者を含めて関係機関と連携をとりながら学校が中心となって作成します。 

加筆、修正した

記入日と記入者

を書きます。 

個人情報のため、保護者に

記入していただいたり、聞

き取りながら記入したりし

ます。保護者の希望で記入

しない項目があってもかま

いません。 

出生時の様子や子育てで気になった点（運動・言語・対人関係等）を

母子手帳などの記録をもとに記入します。１歳半健診、３歳児健診、

５歳児健診の様子も記入します。 

医師等の指示（日常生活においての配慮事項等）を記入します。 

療育手帳を持っている場合は、援助・福祉のサービス等との関係上、

把握しておくべきことを記載します。 

今までの病院の受診歴、教育相談歴、発達検査の結果等を記入します。 

個別の教育支援計画の作成と活用 

個別の教育支援計画（参考様式）記入のポイント 
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支援者の観察や本人のつぶやき等から捉えます。保護者の願いと異なる場合

もありますが、あくまでも本人の思いや願いを記載します。 

学校卒業後の将来の姿を想像しながら、中・長期的な見通しも記載します。

したがって、小・中・高等学校等の進学についてだけではなく、就労等につ

いての思いや願いなども記載します。 

本人の興味・関心のあ

ること、得意なことや

好きなことなどは、指

導や支援の手がかりと

して重要です。 

原案を立てた後、校内委員会等で検討し、作成します。 

 【支援目標】長期的なスパンを見据えて設定します。 

 【支援内容】・・・の環境を整える 

       ・・・の場を設定する 

       ・・・が経験できる活動を増やす 

       ・・・に配慮する 

交流及び共同学習や、通級による指導についても必要に応じて記入します。 

関わりのある関係機関について記載します。 

 ・機関の名称 

 ・連絡先 

 ・担当者 

 ・主な支援内容 

 ・配慮事項等 

最近の本人の様子、一日の過ごし方についての特徴

的なこと、家族や友だちとの関わり、情緒面など 

学校での活動（クラブ活動など）地域活動への参加

の様子、夢中になっていることなど特徴的なこと 

性格、行動の特徴、コミュニケーションなど 

〈作成にあたって〉 

 ○担任等の気づきや本人・保護者からの相談を受けて、校内委員会等において 

  協議します。そして、保護者との共通理解を図った上で関係者や関係機関と 

  連携して作成します。 

〈活用の方法〉 

 ○保護者や本人との話し合いが「活用」の第一歩です。 

 ○支援を積み上げていく際に活用し、見直しを図ります。それにより一層、的 

  確な支援を行うことができます。 

 ○転学や卒業においても転学先や進学先への大事な引継資料となります。 

 ○個人情報が漏えいしたり滅失したりすることがないようにしてください。 

 ○各自治体における個人情報保護条例等の規定に基づき、適切な管理や取扱い 

  を行います。 
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 個別の指導計画とは、支援を必要としている児童一人一人について、指導目標

や内容、支援の方法、配慮事項などを示した計画です。教職員が共通理解するた

めのツールになり、同じ方向性で指導・支援することができます。また、日常的

な支援の状況の記録にもなります。 

個別の指導計画の作成と活用 

〈留意点〉 
 ・特別支援学級では、「自立活動の個別の指導計画」を作成することとなって 

  おり、上記の個別の指導計画とは形式の違うものとなります。 

 ・個人情報に係ることは、｢実態把握シート｣等にまとめて記載します。 

   （教研式知能検査の結果、その他の検査結果、県診断テストの点数、  

    医療機関名、診断名など） 

３１ 

主訴となることを簡潔に記載します。個人情報に係る内容は、実

態把握シートなど、別シートに記載すると使いやすくなります。 

１年間の目標を記入します。 

○教師の視点で記入 

 （～を準備する等） 

○具体的に計画 

○短期目標に対し 

 ての評価を記入 

例） 
○友達とけんかになった 

 とき、相手をたたかな 

 いで、言葉で自分の気 

 持ちを伝えることがで 

 きる。 

 

 

○前期あるいは１学  

 期など、短期の目 

 標を記入 

○児童生徒の視点で 

 記入（～する等） 

○具体的な目標を、 

 スモールステップ 

 で立てる 

例） 
○イライラした感情をおさえる 

 方法を知らせ、自分に合うも 

 のを見つけさせる。 

 （深呼吸する、目をつむる） 

○先生と一緒に、言葉で伝える 

 練習をする。 

○１回でも、できたことをほめ 

 自信をつけさせる。 

例） 
○休憩時間にいやなこと  

 があったとき、友達に 

「やめて」と言うことが 

 できた。 

○深呼吸して気持ちを落  

 ち着けている場面が見 

 られ、相手をたたくこ 

 とが減った。 

個別の指導計画 参考様式 記入のポイント 



ポイント 

個別の指導計画の目標の立て方のポイント 

〈作成にあたって〉 

 ○目標の立て方が適切であれば、児童生徒にとって有効な支援になります。ま 

  た、評価もしやすくなります。「目標の立て方のポイント」を参考に目標を 

  立ててください。 

 ○指導のポイントをしぼり、簡潔に記載されたものでよいです。 

〈活用の方法〉 

 ○ケース会議をして目標や支援方法を検討したときは、個別の指導計画を作成 

  または訂正します。 

 ○立てた目標がなかなか達成できないときは、思い切って目標を見直したり、 

  支援方法を変えたりすることも必要です。こまめなＰＤＣＡのサイクルを心 

  がけます。 

 ○情報の引継ぎに有効に活用します。 
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問診票（学校用）１枚目 
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問診票（学校用）２枚目 
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問診票（家庭用）１枚目 
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問診票（家庭用）２枚目 
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